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 PC-14 の副腎由来の subclone と original
の PC-14 について、マイクロアレイを用いて
遺伝子発現の変化を検討したところ，副腎由
来の subclone では，original に比し，6 種の
smRNA, DUSP1 などの計 8 遺伝子の発現増
加を確認したが，接着分子の関連性は低いと
考えられた．明らかな発現低下は 2 遺伝子で
あった． 

１． 研究計画の概要 
 
 本研究の目的は，肺癌の副腎転移における
臓器特異性の発現機構の解析を行うことで
ある．肺癌の副腎転移の研究に適した細胞培
養および動物での実験系が存在しなかった
ため，第一段階は実験系の確立であった．ヒ
ト肺癌培養細胞株をマウスに移植し，得られ
た副腎転移巣の性状を解析することで，臓器
特異性の決定機構を解析する．解析する主な
ターゲットは，インテグリンを代表とする接
着分子である． 

 他臓器由来の subclone の変化と比較した
場合，副腎由来株での発現変動遺伝子数は少
なく，また，DUSP1 の増強以外は副腎転移
において特徴的であった．副腎転移を規定す
る分子機構として、これらの発現変動遺伝子
に規定される遺伝子産物の変化が候補の一
つとして考えられる． 

 
２． 研究の進捗状況 
 

  第一段階は実験系の確立であった．ヒト肺
癌細胞株をヌードマウスヘ移植したところ，
3 株において副腎転移の形成を確認した．こ
れらの細胞株を再移植し，転移巣での継代を
試みたが，転移頻度の向上は明らかではなか
った．ここまでの研究結果から，通常の動物
実験系では副腎転移の作成が困難であるこ
とが確認されたため，組織培養法を用いた実
験モデルを作成した． 

 
3.  現在までの達成度 
 
＜区分＞②おおむね順調に進展している。 
 
 研究は，実験方法の多少の変更はあったも
のの，予定どおり進行している．但し，得ら
れた解析結果は，現状では当初の予想とはや
や異なったものである．  ヒト非小細胞肺癌培養細胞株 PC-14 を用

い，ヌードマウスの副腎を約 1 mm 厚の組織
片とし細胞株とともに 7 日間培養し，割面上
に生着し増殖し得た細胞を回収し検討に用
いた．コントロールとして肺，肝，腎，骨，
骨格筋で同様の検討を行い，合計 5継代した． 

 
４． 今後の研究の推進方策 
 
 研究そのものの進行は，予定通り順調であ
ると思われる．このまま研究を進めていく予
定である．  結果，細胞株 PC-14 において副腎および肺，

腎，骨，骨格筋上で培養された subclone を
得た．副腎上での培養に由来する subclone
をヌードマウスに移植したところ，40%の頻
度で副腎転移の形成を確認した． 

 
５. 代表的な研究成果 
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